
資料 ／ 〔気象等に関する資料〕 

270 

〔気象等に関する資料〕 

 

資料21 気象等に関する特別警報・警報・注意報等 

 

  気象等に関する特別警報・警報・注意報並びに火災気象通報の発表、伝達等は、「気象業務法（昭

和27年６月２日法律第165号）」、「水防法（昭和24年６月４日法律第193号）」及び「消防法（昭和23

年７月24日法律第186号）」の規定に基づいて行うもので、特別警報・警報・注意報の種類、発表基

準、発表方法、伝達方法等は次による。 

 １ 気象等に関する特別警報・警報・注意報の種類、発表基準及び伝達 

 （１）種類及び発表基準 

   ア 気象等に関する特別警報 

     警報の発表基準をはるかに超える異常な現象が予想され、重大な災害が起こるおそれが著

しく大きい場合、その旨を警告して行う予報。発表は市町村単位で発表される。 

     なお、道内では、平成26年９月に石狩・空知・胆振地方で大雨特別警報（土砂災害・浸水

害）が発表されている。 

現象の種類 基準 

大雨 

台風や集中豪雨により、数十年に一度の降雨量となる大雨が予想され、若しくは、

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される

場合 

暴風 
数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧により、暴風が吹くと予想され

る場合 

大雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合 

暴風雪 
数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により、雪を伴う暴風が吹くと

予想される場合 

 

   イ 気象等に関する警報・注意報 

   （ア）気象警報 

警報名 基準 

大雨警報 

大雨により、重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。大雨警報には括弧を付して、大雨警報（土砂災害）、大雨警報

（浸水害）、大雨警報（土砂災害、浸水害）として、特に警戒すべき事項

が明記される。 

暴風警報 
暴風により、重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。 

暴風雪警報 

雪を伴う暴風により、重大な災害が発生するおそれがあると予想された

ときに発表される。「暴風による重大な災害」に加えて「雪を伴うことに

よる視程障害などによる重大な災害」のおそれについても警戒を呼びか

ける。 
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警報名 基準 

大雪警報 
大雪により、重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。 

 

   （イ）気象注意報 

注意報名 基準 

大雨注意報 
大雨により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。 

大雪注意報 
大雪により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。 

強風注意報 
強風により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。 

風雪注意報 
雪を伴う強風により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表される。 

濃霧注意報 
濃い霧により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表さ

れる。 

雷注意報 

落雷により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。また、発達した雷雲の下で発生することの多い突風や「ひょう」に

よる災害についての注意喚起が付加されることもある。急な強い雨への

注意についても雷注意報で呼びかけられる。 

乾燥注意報 

空気の乾燥により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。具体的には、火災の危険が大きい気象条件を予想した場合に

発表される。 

なだれ注意報 
「なだれ」により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発

表される。 

着氷（雪）注意報 

著しい着氷（雪）により、災害が発生するおそれがあると予想されたと

きに発表される。具体的には、通信線や送電線、船体等への被害が起こ

るおそれのあるときに発表される。 

融雪注意報 

融雪により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。具体的には、浸水、土砂災害等の災害が発生するおそれがあるとき

に発表される。 

霜注意報 

霜により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。具体的には、早霜や晩霜により農作物への被害が起こるおそれのあ

るときに発表される。 

低温注意報 

低温により、災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表され

る。具体的には、低温のために農作物等に著しい被害が発生したり、冬

季の水道管凍結や破裂による著しい被害の起こるおそれがあるときに

発表される。 
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   ウ 地面現象警報及び注意報 

警報・注意報名 基準 

地面現象警報 
大雨、大雪等による山崩れ、地すべり等により、重大な災害が起こるお

それのある旨を警告して行う予報。気象警報に含めて発表される。 

地面現象注意報 
大雨、大雪等による山崩れ、地すべり等により、災害が起こるおそれの

ある旨を注意して行う予報。気象注意報に含めて発表される。 

 

   エ 浸水警報及び注意報 

警報・注意報名 基準 

浸水警報 
浸水により、重大な災害が起こるおそれのある旨を警告して行う予報。

気象警報に含めて発表される。 

浸水注意報 
浸水により、災害が起こるおそれのある旨を注意して行う予報。気象注

意報に含めて発表される。 

 

   オ 洪水警報及び注意報 

警報・注意報名 基準 

洪水警報 

大雨、長雨、融雪等により河川が増水し、重大な災害が発生するおそれ

があると予想されたときに発表される。対象となる重大な災害として、

河川の増水やはん濫、堤防の損傷や決壊による重大な災害があげられ

る。 

洪水注意報 
大雨、長雨、融雪等により河川が増水し、災害が発生するおそれがある

と予想されたときに発表される。 

 

 （２）警報基準（数値はいずれも予想値）             （平成24年10月１日現在） 

発表官署 札幌管区気象台 

府県予報区 石狩・空知・後志地方 

一次細分区域 空知地方 

市町村等をまとめた地域 南空知 

大雨 

（浸水害） 雨量基準 １時間雨量50mm 

（土砂災害） 
土壌雨量 

指数基準 
― 

洪水 

雨量基準 ― 

流域雨量 

指数基準 
旧夕張川流域＝６ 

複合基準 ― 

指定河川洪水 

予報による基準 

石狩川下流［石狩大橋］，千歳川［裏の沢］，夕張川

［清幌橋］ 

暴風 平均風速 18m/s 
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暴風雪 平均風速 16ｍ/ｓ 雪による視程障害を伴う 

大雪 降雪の深さ 12時間降雪の深さ50cm 

 

 （３） 注意報基準（数値はいずれも予想値）            （平成24年10月１日現

在） 

発表官署 札幌管区気象台 

府県予報区 石狩・空知・後志地方 

一次細分区域 空知地方 

市町村等をまとめた地域 南空知 

大雨 

（浸水害） 雨量基準 １時間雨量30mm 

（土砂災害） 
土壌雨量 

指数基準 
107 

洪水 

雨量基準 ― 

流域雨量 

指数基準 
旧夕張川流域＝４ 

複合基準 ― 

指定河川洪水 

予報による基準 
千歳川［裏の沢］，夕張川［清幌橋］ 

強風 平均風速 12m/s 

風雪 平均風速 10m/s 雪による視程障害を伴う 

大雪 降雪の深さ 12時間降雪の深さ30cm 

雷 落雷等により被害が予想される場合 

融雪 70mm以上：24時間雨量と融雪量（相当水量）の合計 

濃霧 視程 200ｍ 

乾燥 最小湿度30％ 実効湿度60％ 

低温 ５月～10月：（平均気温）平年より５℃以上低い日が２日以上継続 

11月～４月：（最低気温）平年より８℃以上低い 

霜 最低気温３℃以下 

着雪 気温が０℃ぐらいで、強度並以上の雪が数時間以上継続 

記録的短時間大雨情報 １時間雨量：100mm 

 

 （４）気象情報等 

   ア 府県気象情報（石狩・空知・後志地方気象情報） 

     気象の予報等について、特別警報・警報・注意報に先立って注意を喚起する場合や、特別警

報・警報・注意報が発表された後の経過や予想、防災上の注意を解説する場合等に発表する。 

   イ 台風に関する気象情報 

     北海道地方への台風の影響が予想される場合に、住民に対して、台風の状況の周知と防災対

策の必要性を喚起することを目的として発表する情報。 
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   ウ 記録的短時間大雨情報 

     空知地方で、数年に一度程度しか発生しないような猛烈な短時間の大雨（１時間雨量100mm

前後）を観測（地上の雨量計による観測）又は解析（気象レーダーと地上の雨量計を組み合わ

せた分析）したときに、府県気象情報の一種として発表する。 

   エ 竜巻注意情報 

     積乱雲の下で発生する竜巻、ダウンバースト等による激しい突風に対して注意を呼びかける

情報で、雷注意報が発表されている状況下において竜巻等の激しい突風の発生しやすい気象状

況になっている時に発表する情報。また、竜巻の目撃情報が得られた場合には、目撃情報があ

った地域を示し、その周辺で更なる竜巻等の激しい突風が発生するおそれが非常に高まってい

る旨を発表する。 

     この情報の有効期間は、発表から１時間である。 

   オ 火災気象通報基準 

     実効湿度60％以下で最小湿度30％以下の場合、若しくは平均風速で12m/s以上が予想される

場合とする。 

     なお、平均風速が12m/s以上の予想であっても、降水及び降雪の状況によっては、火災気象通

報を行わない場合がある。 

 ２ 地震に関する警報等及び情報等 

 （１）地震動警報・予報の種類及び内容 

種類 発表名称 内容等 

地震動 

特別警報 緊急地震速報（警報） 

又は緊急地震速報 

 最大震度５弱以上の揺れが予想されたときに、強い揺

れが予想される地域に対し、地震動により重大な災害が

起こる恐れのある旨を警告して発表する緊急地震速報。 

 なお、震度６弱以上の揺れを予想した緊急地震速報

（警報）は、地震動特別警報に位置づけられる。 
地震動警報 

地震動予報 緊急地震速報（予報） 
 最大震度３以上又はマグニチュード3.5以上等と予想

されたときに発表する緊急地震速報 

   （注）緊急地震速報（警報）は、地震発生直後に震源に近い観測点で観測された地震波を解析す

ることにより、地震による強い揺れが来る前に、これから強い揺れが来ることを知らせる警

報である。このため、震源付近では強い揺れの到達に間に合わない。 

 

 （２）町が該当する緊急地震速報で用いる区域名称 

都道府県 予報区域の名称 区域の名称 市町村名 

北海道 北海道道央 空知地方南部 南幌町 
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 （３）地震情報の種類とその内容 

地震情報の種類 発表基準 内容 

震度速報 

・震度３以上  地震発生約１分半後に、震度３

以上を観測した地域名（全国を約

190地域に区分）と地震の揺れの発

現時刻を速報。 

震源に関する 

情報 

・震度３以上 

 （大津波警報（特別警報）、津波警報又

は津波注意報を発表した場合は発表

しない） 

 地震の発生場所（震源）やその規

模（マグニチュード）を発表。 

 「津波の心配がない」又は「若干

の海面変動があるかもしれないが

被害の心配はない」旨を付加。 

震源・震度に 

関する情報 

 以下のいずれかを満たした場合 

・震度３以上 

・大津波警報（特別警報）、津波警報又は

津波注意報発表時 

・若干の海面変動が予想される場合 

・緊急地震速報（警報）を発表した場合 

 地震の発生場所（震源）やその規

模（マグニチュード）、震度３以上

の地域名と市町村名を発表。 

 震度５弱以上と考えられる地域

で、震度を入手していない地点が

ある場合は、その市町村名を発表。 

各地の震度に 

関する情報 

・震度１以上  震度１以上を観測した地点のほ

か、地震の発生場所（震源）やその

規模（マグニチュード）を発表。 

 震度５弱以上と考えられる地域

で、震度を入手していない地点が

ある場合は、その地点名を発表。 

その他の情報 

・顕著な地震の震源要素を更新した場合

や地震が多発した場合等 

 震源要素更新のお知らせや地震

が多発した場合の震度１以上を観

測した地震回数情報等を発表。 

推計震度分布図 

・震度５弱以上  観測した各地の震度データをも

とに、１km四方ごとに推計した震

度（震度４以上）を図情報として発

表。 

遠地地震に 

関する情報 

 国外で発生した地震について以下のい

ずれかを満たした場合等 

・マグニチュード7.0以上 

・都市部等著しい被害が発生する可能性

がある地域で規模の大きな地震を観測

した場合 

 地震の発生時刻、発生場所（震

源）やその規模（マグニチュード）

を概ね30分以内に発表。 

 日本や国外への津波の影響に関

しても記述して発表。 
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 ３ 水防活動の利用に適合する警報・注意報 

水防活動の利用に 

適合する警報・注意報 

一般の利用に 

適合する警報・注意報 
発表基準 

水防活動用 

気象警報 

大雨警報 

又は大雨特別警報 

大雨による重大な災害が発生するおそれがある

（又は著しく大きい）と予想したとき 

水防活動用 

気象注意報 
大雨注意報 

大雨による災害が発生するおそれがあると予想し

たとき 

水防活動用 

洪水警報 
洪水警報 

大雨、長雨、融雪等により、河川が増水し、重大な

災害が発生するおそれがあると予想したとき 

水防活動用 

洪水注意報 
洪水注意報 

大雨、長雨、融雪等により、河川が増水し、災害が

発生するおそれがあると予想したとき 

 

 ４ 気象等に関する特別警報・警報・注意報の伝達及び方法 

   気象警報は、次の気象警報等伝達系統図に基づき、電話、無線その他最も有効な方法により通報

し、又は伝達する。 
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※ 太枠で囲まれている機関は、気象業務法施行令第８条第１号の規定に基づく法定伝達先。（気象業

務法第15条第１項） 

  太線は、特別警報が発表された際の気象業務法の規定に基づく通知若しくは周知の措置が義務付

けられている伝達。 
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資料22 気象・地象情報の入手方法 

 

 第１ 各機関の気象情報に関するシステム 

システム 番号 

防災情報提供システム市町村防災担当者向け（気象庁） 

 □気象や地震に関する各種防災情報や今後の予報、また、気象庁ホームページには掲載してい

ない注意警戒時系列図・注意警戒分布表示、台風周辺風分布図、流域雨量指数、規格化版流

域雨量指数、アメダスの10分値データの閲覧が可能 

 □市町村毎のマイページを登録する等のカスタマイズが可能 

 □各種防災気象情報の発表についてメール配信（パソコンに限る）が可能 

① 

気象庁ホームページ・札幌管区気象台ホームページ 

 □各種気象情報や天気図等の閲覧が可能 

 □実況監視以外に過去の統計データの検索や災害に関する資料等の閲覧が可能 

② 

防災情報提供センター（国土交通省） 

 □国土交通省が持つ防災情報の閲覧が可能 
③ 

水管理・国土保全局 川の防災情報 市町村向け（国土交通省） 

 □河川の水位実況の閲覧が可能 

 □北海道開発局が設置する河川周辺の雨量実況の閲覧が可能 

④ 

北海道地方道路情報提供システム（北海道開発局） 

 □国道の道路情報、国道沿いの気象情報の閲覧が可能 
⑤ 

北海道地区 道路情報（北海道開発局） 

 □国道の道路情報、国道沿いのCCTVによる道路の映像や気象観測データの閲覧が可能 
⑥ 

北海道防災情報（北海道） 

 □防災に関する情報の閲覧が可能 
⑦ 

北海道土砂災害警戒情報システム（北海道） 

 □土砂災害の危険性が高まっている地域をマップ上で閲覧が可能 
⑧ 

※「防災気象情報リンク集（札幌管区気象台ホームページ）」より、各機関のシステムへリンクが可能 

 

 第２ 気象情報等の確認 

 （１）水害・土砂災害 

確認事項 気象情報 補足情報 

警報や注意報に先立って

の注意喚起や、警報や注意

報の内容を補完した情報

の確認 

□北海道地方気象情報（①・②） 

□府県気象情報（①・②） 

□記録的短時間大雨情報（①・②） 
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確認事項 気象情報 補足情報 

台風に関する情報を確認 □台風情報（①・②） □台風情報（①・②） 

□台風経路図（①・②） 

□台風５日進路予報（①・②） 

□暴風域に入る確率（①・②） 

□台風周辺風分布図（①） 

浸水害・洪水の危険度を確

認 

□大雨注意報（①・②） 

□大雨警報（浸水害）（①・②） 

□大雨特別警報（浸水害）（①・②） 

□洪水警報（①・②） 

□洪水注意報（①・②） 

□記録的短時間大雨情報（①・②） 

□注意警戒時系列図（①） 

□注意警戒分布表示（①） 

□レーダー・降水ナウキャスト（①・②） 

□解析雨量（①・②） 

□降水短時間予報（①・②） 

□リアルタイムレーダー／雨量(広域

版）（③） 

□リアルタイム雨量（③） 

□テレメータ雨量（③・④） 

□テレメータ水位（③・④） 

□アメダス（降水量）（①・②） 

土砂災害の危険度を確認 □大雨警報（土砂災害）（①・②） 

□土砂災害警戒情報（①・②・⑧） 

□土砂災害警戒情報発表状況（⑧） 

□危険度情報（⑧） 

 □土砂災害の危険度を５kmメッシュ

で表示（３時間先までの予測を表示

可能）（⑧） 

 □土砂災害危険箇所図（⑧） 

 □危険度判定図（スネーク曲線）（⑧） 

 □降雨状況経過図（⑧） 

□降雨情報（⑧） 

※気象情報及び補足情報内の（ ）の数字は「第１ 各機関の気象情報に関するシステム」のシステ

ム番号を示す。 
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   ア 北海道土砂災害警戒情報システムによる判断フロー図 

     【土シ】＝北海道土砂災害警戒情報システム 

 

  

「大雨警報（土砂災害）」発表 

【土シ】赤及び橙メッシュはあるか 

【土シ】該当メッシュ内に「土砂災害危険箇所」
かつ「避難させるべき家屋又は施設」があ
るか 

【土シ】赤メッシュはあるか 

【土シ】赤及びその周辺の橙メッシュ内に「土砂
災害危険箇所」かつ「避難させるべき家屋
又は施設」があるか 

引続き監視・情報収集 

引続き監視・情報収集 

【主な災害対応】 
防災体制の確立、避難所の開設準備、 
災害情報の収集、現地パトロール 等 

「土砂災害警戒情報」発表 

更に「記録的短時間大雨情報」発表 

記録的短時間大雨情報の発表文で地域を確認 
例 ○○町北部付近で約100ミリ 
【土シ】上記周辺の赤メッシュを確認 

判断 

判断 

判断 

情報収集 
勧告対象地域を決定 

前兆現象の発生 

土砂災害の発生 

情報収集 
指示対象地域を決定 

「避難準備・高齢者等避難開始」発令 （必要に応じ範囲の拡大を検討） 

「避難勧告」発令 （必要に応じ範囲の拡大を検討） 

「避難指示（緊急）」発令 （必要に応じ範囲の拡大を検討） 

YES 

YES 

YES 

YES 

NO 

NO 

NO 

NO 
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 （２）暴風 

確認事項 気象情報 補足情報 

警報や注意報に先立っての注

意喚起や、警報や注意報の内容

を補完した情報の確認 

□北海道地方気象情報（①・②） 

□府県気象情報（①・②） 

□低気圧に関する情報（①・②） 

暴風の危険度を確認 □強風注意報（①・②） 

□暴風警報（①・②） 

□暴風特別警報（①・②） 

□海上警報（①・②） 

□アメダス（風向・風速） 

（①・②） 

台風に関する情報を確認 □台風情報（①・②） □台風情報（①・②） 

□台風経路図（①・②） 

□台風５日進路予報（①・②） 

□暴風域に入る確率（①・②） 

□台風周辺風分布図（①） 

※気象情報及び補足情報内の（ ）の数字は「第１ 各機関の気象情報に関するシステム」のシステ

ム番号を示す。 

 （３）暴風雪 

確認事項 気象情報 補足情報 

警報や注意報に先立っての注

意喚起や、警報や注意報の内

容を補完した情報の確認 

□北海道地方気象情報（①・②） 

□府県気象情報（①・②） 

□低気圧に関する情報（①・②） 

暴風雪の危険度を確認 □風雪注意報（①・②） 

□暴風雪警報（①・②） 

□暴風雪特別警報（①・②） 

□海上警報（①・②） 

□アメダス（風向・風速） 

（①・②） 

道路の状況を確認 □規制区間の情報（⑤・⑥） □通行止めの情報（⑤・⑥） 

※気象情報及び補足情報内の（ ）の数字は「第１ 各機関の気象情報に関するシステム」のシステム

番号を示す。 

 （４）大雪 

確認事項 気象情報 補足情報 

警報や注意報に先立っての注

意喚起や、警報や注意報の内

容を補完した情報の確認 

□北海道地方気象情報（①・②） 

□府県気象情報（①・②） 

□低気圧に関する情報（①・②） 

大雪の危険度を確認 □大雪注意報（①・②） 

□大雪警報（①・②） 

□大雪特別警報（①・②） 

□アメダス（積雪雪） 

（①・②） 

道路の状況を確認 □規制区間の情報（⑤・⑥） □通行止めの情報（⑤・⑥） 

※気象情報及び補足情報内の（ ）の数字は「第１ 各機関の気象情報に関するシステム」のシステ
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ム番号を示す。 

 

 第３ 地象情報の収集方法 

 １ 各機関の地象情報に関するシステム 

システム 番号 

防災情報提供システム市町村防災担当者向け（気象庁） 

 □地象に関する各種情報や、気象庁ホームページには掲載していない情報の閲覧が可能 

 □市町村毎のマイページを登録する等のカスタマイズが可能 

 □各種防災気象情報の発表についてメール配信（パソコンに限る）が可能 

① 

気象庁ホームページ・札幌管区気象台ホームページ 

 □地象情報の閲覧が可能 

 □実況監視以外に過去の統計データの検索や災害に関する資料等の閲覧が可能 

② 

防災情報提供センター（国土交通省） 

 □国土交通省が持つ地殻変動情報等の閲覧が可能 
③ 

北海道防災情報（北海道） 

 □防災に関する情報の閲覧が可能 
④ 

 ２ 地震情報の確認 

確認事項 地震情報 補足情報 

震度・震源に関する情報を確認 □地震情報（①・②・④） □震度速報（①・②） 

□震源に関する情報（①・②） 

□震度・震源に関する情報 

（①・②・④） 

□遠地地震に関する情報（①・

②） 

地殻変動に関する情報を確認 □地殻変動情報（③）  

※気象情報及び補足情報内の（ ）の数字は「第１ 各機関の気象情報に関するシステム」のシステ

ム番号を示す。 
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資料23 除雪作業基準 

 

 １ 国道路線（札幌開発建設部） 

種類 除雪目標 

第１種 昼夜の別なく除雪を実施し、常時交通を確保する。 

第２種 ２車線確保を原則として、夜間除雪は通常行わない。 

第３種 １車線確保を原則とし、必要な避難場所を設ける。夜間除雪は行わない。 

 

 ２ 道道路線（札幌建設管理部） 

種類 標準交通量 除雪目標 

第１種 1,000台／日以上 

 ２車線以上の幅員確保を原則とし、異常降雪時以外は常時交

通を確保する。 

 異常降雪時においては、降雪後約５日以内に２車線確保を図

る。 

第２種 500～1,000台／日未満 

 ２車線幅員確保を原則とするが、状況によっては、１車線幅

員で退避所を設ける。 

 異常降雪時には、約10日以内に２車線又は１車線の確保を図

る。 

第３種 500台／日未満  １車線幅員で必要な退避所を設けることを原則とする。 

 

 ３ 町道（南幌町都市整備課） 

   １車線確保を原則とし、夜間は除雪を行わない。 

 

 ４ 除雪作業路線等 

   国道・道道及び町道の除雪作業は、各機関の除雪基準による。 
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資料24 地震の被害想定 

 

被害想定の対象地震 

番号 地震名 断層モデル 

① 標津断層帯 30_1 45_5 

② 十勝平野断層帯主部※ 30_3 45_2 45_5 

③ 富良野断層帯西部※ 30_2 30_5 45_3 

④ 増毛山地東縁断層帯※ 30_2 45_1 45_2 45_3 45_4 45_5 

⑤ 沼田－砂川付近の断層帯※ 30_3 30_4 45_1 45_2 45_3 45_4 

⑥ 当別断層帯※ 30_2 30_5 

⑦ 石狩低地東縁断層帯主部（北）（深さ７km）※ 30_1 30_5 45_1 

⑧ 石狩低地東縁断層帯主部（北）（深さ３km）※ 30_2 45_2 45_3 45_5 

⑨ 石狩低地東縁断層帯主部（南）（深さ３km）※ 45_2 45_5 

⑩ 石狩低地東縁断層帯南部（深さ７km）※ 30_5 

⑪ 石狩低地東縁断層帯南部（深さ３km）※ 30_2 30_3 30_5 

⑫ 黒松内低地断層帯※ 30_5 45_3 45_4 

⑬ 函館平野西縁断層帯 45_2 45_3 

⑭ サロベツ断層帯（断層延長）※ 30_2 30_3 30_5 

⑮ 西札幌背斜に関連する断層※ － 

⑯ 月寒背斜に関連する断層※ － 

⑰ 野幌丘陵断層帯※ 45_1 

⑱ 根室沖・釧路沖の地震 － 

⑲ 十勝沖の地震※ － 

⑳ 三陸沖北部の地震※ － 

㉑ 北海道北西沖の地震※ No.2 No.5 

㉒ 北海道南西沖の地震※ No.2 

㉓ 北海道留萌沖（走向N193°E）の地震※ No.1 

㉔ 北海道留萌沖（走向N225°E）の地震※ No.2 

※南幌町において想定される地震 

（北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）を参考に作成） 
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被害想定対象地震位置図 

（北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）を参考に作成） 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 



資料 ／ 〔気象等に関する資料〕 

295 

 
北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 



資料 ／ 〔気象等に関する資料〕 

305 

 
北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 



資料 ／ 〔気象等に関する資料〕 

307 

 
北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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北海道総務部危機対策局危機対策課：全道の地震被害想定調査結果（平成30年２月公表）より引用 
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